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一，問題意識と研究方法 
（１）中国における企業間ネットワーク研究 
 ネットワークの研究は，人類学者による第二次世界大戦後の移民問題研究にはじまり，まもな
く社会学者が重視するようになった．経済学者がネットワークの分析に関心をもったのは1970年
代のことである．90年代末には多数の学者の注目をあつめ，はやりの学際的テーマのひとつとな
った1． 
 張其仔はネットワーク問題が国際的に学問的注目をあつめた原因を３点にまとめている2．第
一，アジアの成長がアジア経済における特殊な協調メカニズムに対する興味関心を誘発した．第
二，グローバルな企業間提携がますますふえ，企業間ネットワークの内包・外延に新たな発展を
見せた．第三，ネットワークの分析ツールが成熟し，もとからあった個別主義の方法の欠陥をお
ぎなうようになってきた． 
 このほかに，中国国内の学者がネットワークに関心をよせるようになった原因として，①中国
の計画経済から市場経済への移行過程においてネットワークの資源配分機能が顕著であること，
②企業間ネットワークが産業発展に対して積極的な促進作用をおよぼしていること，があげられ
る． 
 ネットワーク問題に対する私たちの関心は，まず温州地域の経済発展モデルに対する興味から
はじまった．研究を通じて，私たちは温州の経済発展に対してネットワークが重要な作用をおよ
オイコノミカ 第45巻 第３・４合併号，2009年，pp.37-51
────────────
  * 中国社会科学院工業経済研究所産業組織室・中小企業研究中心． 
  ** 名古屋市立大学大学院経済学研究科． 
  １  日本においては問屋制，下請制などに関する実証研究は長い歴史をもつが，「ネットワーク」という
コンセプトのもとで研究されるようになったのは比較的最近のことであり，今井賢一の一連の研究によ
るところが大きいと考えられる(今井・金子 1988など）．浅沼(1997)は日本における企業間ネットワー
ク，とくに「中核企業をもつネットワーク」に関する研究成果のひとつの到達点として評価することが
できる．一方，社会的ネットワーク，とくに本稿で扱うような地縁的ネットワークに関する研究は必ず
しも豊富ではない． 
  ２  ネットワーク研究の発展の脈絡については張其仔(2001) 1-4頁を参照． 
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ぼしていることを発見した．温州の企業は細緻な専門化分業と全面的な社会的協働にもとづいて
緊密なネットワークシステムを編成し，相互に支援・依存し，利潤とリスクをシェアしている．
ネットワークは温州企業の競争力の重要な源泉であり，温州の経済発展の謎をとくカギでもある
と考えた． 
 
（２）企業間ネットワークの定義 
 現実世界の経済活動を調整する制度的メカニズムは市場，企業間ネットワーク，組織の３つに
大別することができる．企業間ネットワークは市場，企業組織とは区別される第３の資源配分メ
カニズムである3．企業間ネットワークに対してはさまざまな学者がことなった定義をしてい
る．ここでは，企業間ネットワークを「取引コストを節約し，原材料を確保し，製品供給を安定
化させるために，一定数の取引相手とのあいだでとりむすぶ長期安定的取引関係」と定義する． 
 この３種のメカニズムはそれぞれ異なる取引ルールと特徴をもつ（表１参照）．市場取引は価
格調整メカニズムにしたがい，懲罰をともなう法律によって保障される．取引の利益は具体的に
はっきりしており，取引商品の価格が取引関係（売り手と買い手との社会関係）よりもずっと重
要である．企業内部では市場取引の複雑な構造は組織の調整にとってかわられる．組織内部にお
ける交換は公式のヒエラルキーの位置によって決まり，資源配分は価格ではなく権力によって決
まる．ネットワークにおける取引は，典型的な規範性をもつが法律性はもたない．取引商品の価
格と取引関係そのものとの両方が重要な意味をもつ． 
 市場取引は直接取引によって最大利益を獲得しやすく，ネットワーク取引はしばしば長期取引
関係を形成し，長期利益の最大化を追求する．ネットワークの資源配分メカニズムは分散的な取
引や行政的命令によってではなく，成員の参加・互恵・合意・相互支援の行動によって実現す
る．ネットワークの各単位は他の単位に依存して相互に連結し，存続する． 
 
（３）研究方法 
 著者のひとり，丁は中国・浙江省温州のライター産業における企業間ネットワーク4の実地調
査を2003年８月中旬に展開した．当初はアンケート調査および聞き取り調査の両面ですすめるこ
とを計画していたが，温州煙具協会関係者の提案によりアンケート調査を中止し5，調査大綱と
アンケートの内容にもとづく聞き取り調査の方式を採用した． 
────────────
  ３  このような見地はいわゆる中間組織論(今井・伊丹 1981など)と共通のものである．経営史の分野で
はA.D. チャンドラーJr.批判の文脈で同趣旨の議論が現れている(Lamoreaux, Raff and Temin 2003な
ど）． 
  ４  西口敏宏らは類似の問題意識から，温州を拠点として国内外にはりめぐらされた「外出人（離郷
人）」ネットワークの機能を研究している(西口・辻田・許 2005，西口 2007）．そこではライター産業
にも部分的に言及しているが，本稿のように系統的な記述はなく，むしろ皮革業，服飾業の事例を典型
として論理が組み立てられている．また，社会的ネットワークそれ自体が主たる関心であり，本稿のよ
うに社会的ネットワークと企業間ネットワークとの相互関係については論じていない． 
  ５  温州を調査研究した学者だけでなく，地元政府官吏，協会商業会議所の従業員，企業所有者も一様に
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表１ 市場，ネットワーク，組織の特徴および区別 
      形式 
主な特徴 
市場 ネットワーク 組織 
 
規範 
 
財産私有にもとづく契約，
財産権 
 
パワーの相互補完，資源依
存，外部経済領域の活動に
おける信頼 
 
 
雇用関係 
 
疎通方式 
 
 
価格 
 
関係 
 
権力 
 
コンフリクトの 
解決方法 
 
 
価格交渉，法的強制 
 
互恵規範，尊重 
 
行政的命令，監督 
 
柔軟性 
 
 
高 
 
中等 
 
低 
 
成員間の承諾 
 
 
少ない 
 
せいぜい中等 
 
低 
 
習慣・気風 
 
 
精確および（または）懐疑 
 
開放，互恵 
 
公式性，階層性 
 
行動者の 
願望・選択 
 
 
独立 
 
相互依存 
 
依存・従属 
 
構造 
 
自由な参入と退出 
二者間の取引または商業中
心地での取引 
 
 
半公式的成員関係 
二者間または多角的取引 
 
複雑な組織構造，ヒエラル
キーを形成する傾向 
 
取引ルール 
 
自由な現物取引，法律によ
るコントロール 
 
長期的な自由な交流，契約
による制限 
 
個人に対する報償，成員に
対する制限，制裁の威嚇，
権力による非対称性，階層
ルール 
  
出所：張其仔(2001) 192頁およびHollingsworth and Boyer(1997) (許耀桐ほか訳, 2001年, 16-17頁) より作成. 
   
 制約条件のため，調査対象は主に温州煙具協会の基幹企業の範囲内に集中した．すなわちドイ
ツ系独資企業１社，中港（中国－香港）・中日合資企業各１社，および中国民族企業７社の計10
社である．家内工業を含む業界全体の状況について，協会の専従者および理事会メンバーに対し
て聞き取り調査の了解をえた．さいわいなことに，温州煙具協会前秘書長・林嶸氏が典型的な取
材対象の手配やさまざまな情報提供の点で援助してくださったおかげで，温州ライター企業間ネ
ットワークのかなりはっきりとした全体像を構成することができた． 
 このほか，大量の関連研究文献（温州地域の歴史・文化・伝統，政治・経済・社会発展の沿革
と現状）を通読した．これによって私たちの研究は温州地域の社会・文化・政治経済構造のかな
り全面的な把握へとすすみ，客観性と典型性を保証できるようになった． 
 
────────────
  私たちに次のように語った．すなわち，温州地域でのアンケート調査は理想的な効果をあげにくい．中
国の民営中小企業の大多数がみずからの経営状況を対外的に公開したがらないため，正しい情報をえる
ことが非常にむずかしい．温州地域ではとくに企業所有者が非協力的態度をとるか，部下にまかせてい
いかげんにごまかそうとする． 
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二，温州ライター産業における企業間ネットワークの変遷 
 企業間ネットワークは絶えず変化する過程にあり，産業発展の各段階で別々の特徴をもつ．以
下で，私たちは林嶸氏の所説にしたがい，温州ライター産業の発展段階区分と温州ライター産業
における企業間ネットワークの発展過程を簡単に説明する． 
 
（１）初期段階（1988～1991年） 
１．ライター産業の初期発展 
 1988～1991年は温州ライター産業の初期段階である．当時，温州のライター企業は外国製ライ
ター（おもに日本製）の分解・模倣を主としていた．参入障壁は低く，企業規模はおしなべて小
さく6，大多数は家内工業であった．生産設備は貧弱で，技術水準は低く，粗悪なイミテーショ
ンが横行していた．ほとんどすべての製品は国内で販売された． 
 ライター産業の初期段階はまた，温州モデル7の基本が形成され，専門化された市場が確立し
て巨大な作用を発揮した時期でもある．温州ライター産業は草創期から発達した社会的分業を形
成していた．「一廠一品」，「一家一品」とよばれるようにライター部品工場が多く存在し，すべ
ての部品が市場を通じて配分された．市場メカニズムがライター産業の発展にとって重要な作用
を発揮していた8． 
 
２．初期段階における企業間ネットワーク 
 初期段階の温州ライター産業における企業間ネットワークの構造は，図１に示すように２つの
階層によって構成される．この２つの階層の行動ルールはことなり，企業にとっての重要性もす
べてが同じとはかぎらない． 
 企業間ネットワークの核心層は基本的には血縁・地縁によってむすびつけられた社会関係ネッ
トワークが転換・移植したものである．創業者はしばしば知人の影響により受動的にライター産
業に参入した．創業のパートナーはほとんどが親戚・友人であり，最初の生産技術も多くは同一
業界の親戚・友人からえたものである．企業間ネットワークは濃厚な社会的ネットワークの性格
をおびている． 
────────────
  ６  当時，創業資金は３～５万元しか必要としなかった．もし業界内に良好な社会関係の基盤をもってい
れば，３～５万元さえ不要で，完全に企業所有者の個人的信用にもとづく掛売り・掛買いに依拠して経
営を展開することができた．しかし現在では温州ライター産業でも企業は流動資金を必要とするように
なり，300万元以上ではじめて比較的良好な運転ができるようになってきた． 
  ７  中国の中小企業を主体とする農村工業発展の三大モデルのひとつとされる．「蘇南モデル」が集団所
有制郷鎮企業を主体とする近隣大都市向け製品供給，「珠江モデル」が外資導入と委託加工貿易に依拠
するのに対し，「温州モデル」は非公有制中小企業を中心とする国内市場向け工業化とされている(駒形
2004）．『三田学会雑誌』96巻４号は小特集として駒形(2004)のほか７本の論文を収録しているので参照
されたい． 
  ８  電子部品，風よけ機構など，カギとなる部品は輸入に依存する． 
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注：親戚・友人は親戚・友人が創立した企業を意味する．知人，家族，同郷も同様． 
   
図１ 1988～91年，初期段階の温州ライター産業の企業間ネットワーク 
 
 企業の所有者とその親戚・友人，同郷人が取引関係をむすび，互恵原則にもとづく社会的取引
ルールの順守と等価原則にもとづく市場取引ルールの順守とを結合する．縁戚関係にもとづいて
相互に社会規範を共有し，信頼によって相手の人柄を理解し，掛売り・掛買いを展開し9，取引
関係は比較的安定している．コンフリクトが生じた場合は，圧倒的多数が親戚・友人あるいは業
界内の名望家を通じて調停し，成功率は高い10．核心層はこのようなものであり，温州ライター
産業における企業間ネットワークの主要部分を構成する． 
 企業間ネットワークの外部階層は，社会的つながりのない市場取引相手を構成する．両者の取
引行動は市場の等価原則にもとづいてすすめられる．専門市場は一定程度機会主義の発生確率を
ひきさげ，取引コストを低減したが，取引関係は決して安定的ではない．企業間ネットワーク全
体にとって，これらの取引相手は補完的役割をはたす． 
 初期段階，温州ライター産業における企業間ネットワークのヒエラルキーは明確ではなく，ネ
ットワーク成員の能力は大きくかけはなれてはいない． 
 
企業ネット
ワークの周辺
（市場） 
企業間ネット
ワークの核心
（社会関係ネ
ットワーク）
その他
の企業
知人
親戚
友人
同郷
企業 家族
────────────
  ９  経営が順調なときは，このような掛けでの取引方式は必要資金量を減少させ，取引コストを低減させ
る作用をはたす．しかし，取引の一方が経営危機に直面したときは「三角債」問題を生じやすく，ドミ
ノ効果を発生させる． 
  10  このような伝統は現在でも温州地域に普遍的に存在している． 
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（２）急拡大段階（1991～1996年） 
１．温州ライター産業の急拡大 
 1990年代初頭は温州ライター産業の重要な転換期である．まず，技術面で，1991年に温州の企
業があい前後してライター生産関連のカギ技術における難問を突破した．たとえば，陶磁杯，プ
ラチナ片，金属ケースの鋳造成型技術等，これらの部品はもはや単に輸入に依存せず，生産コス
トは大幅に低下した． 
 次に，この時期，温州ライター産業は温州出身の華僑や「広交会（広州中国輸出商品交易
会）」などのチャネルを通じて国際市場に参入しはじめた． 
 第三に，粗悪なイミテーションが温州製品のイメージと信用に深刻な影響をあたえるとの見地
から，1990年代初め，温州市政府は経済発展の環境整備を決意し，イミテーションに打撃をあた
え11，権利保護活動によってライター産業の競争環境を大きく改善した12． 
 マクロ市場環境の改善，技術向上，販売チャネルの開拓にともなって，温州ライター産業は急
拡大段階にはいった13．製品の輸出チャネルは日増しに拡大し，海外輸入商のOEMをてがけた．
OEM生産は温州ライター企業が海外市場を開拓するための重要な手段となった．輸出は温州ラ
イター産業の急速な発展を牽引し，機運に乗じていくつかの輸出志向型ライター企業がうまれ，
より短期間に発展して強大化し，業界の中核となった． 
 
２．急拡大段階における企業間ネットワーク 
 図２はこの段階の温州ライター産業における企業間ネットワークの典型的な構造をしめしたも
のである．円の大きさは企業規模を，矢印の向きは取引の流れをあらわしている．Ａ～Ｄは総組
立（完成品組立）メーカー，１～７はサプライヤーである．実際のサプライヤーは図よりももっ
と多い． 
 
────────────
  11  具体的内容は相光盈編(1998)を参照． 
  12  ライター産業では，製品ライフサイクルが短い，製品のモデルチェンジが速い，生産の技術的要求が
あまり複雑ではない，機能の変化が小さい，製品のちがいがおもに外観上のデザインによっている，と
いう特徴がみられる．こうした事情は偽造・模造に好都合である．中国の特許申請は１年以上の長い期
間を要し，国家の特許保護執行力は十分でなく，申請手続は煩雑で立証困難，周期が長くコスト高であ
り，ライター産業の特許侵害も少額である．このため国家に特許を申請して自己の利益をまもろうとす
る企業は大変少ない．会員の権益と競争秩序規範をまもるために，温州ライター産業協会（煙具行業協
会）は情報交換，交流の機能以外に「権利保護」の機能をそなえている．具体的には以下のとおり．会
員が権利保護規約をむすび，合意をえる．会員企業は当地の業界内部で承認する「業界特許」を協会に
申請し，協会は会員企業の「業界特許」を登記する．権利侵害行為が発生した場合，侵害をうけた会員
は保護を申請する権利がある．協会は事実を確認したら，前面にでて，権利を侵害した企業の商品を差
し押さえ，鋳型を没収する．協会の権利保護活動の費用は当初1件あたり1500元，のちに2500元となっ
た． 
  13  最多時には3000社あまりにまで増加した．現在の温州ライター産業の総合的実力上位10社はほとんど
この段階に成立した． 
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図２ 1991～96年，急拡大段階の温州ライター産業における企業間ネットワーク 
 
 図中のＡ社，Ｂ社は輸出志向型企業で，製品をおもに海外市場で販売している．両社の違いは
次の点である．Ａ社はライター生産から出発し，製品輸出をおもに外国貿易会社あるいは海外の
輸入商に依存している．外国貿易会社の注文が生産能力をこえるときには他の総組立メーカーた
とえばＣ社から同製品を仕入れて輸出することができるが，このような外注製品の割合は大きく
ない．これに対してＢ社は外国貿易から出発し，もともと現地の製品を買い付けてOEM輸出し
ていたが，のちに製品の製造コストを把握し，現地ライター企業に対する交渉力をつよめるた
め，また製品の品質の安定性を保障するために，製造に進出し，同時に他の総組立メーカーから
購入するようになった．Ｂ社は海外市場を自力で開拓する能力がＡ社より高いが，製造工程管理
の水準はＡ社より高いとはかぎらない．歴史的事情により，Ｂ社の海外販売製品のうち当地で外
注する割合はＡ社よりはるかに大きい． 
 Ｃ，Ｄ社は国内販売型の完成品組立企業である．Ｃ社は，参入してからの時間が短いためか，
それとも経営者の海外市場開拓能力が不足しているためか，ともかくなんらかの原因により，自
己の販売チャネルが国内市場にかぎられているが，製品の品質が高く，市場の信頼をえている．
したがって他の輸出志向型企業の受注がその生産能力をこえるときには，Ｃ社のような企業へ
OEM生産を発注するので，Ｃ社は間接的に輸出品の生産に従事することになる．Ｄ社は製品の
品質がよくないため，あるいは市場の信頼をえていないため，自前の輸出チャネルをもたず，ま
た輸出企業もこのような企業からは仕入れない． 
 急拡大段階には温州モデルの株式合作制14の弊害があらわれはじめた15．最初に創業のパート
1 Ａ社 Ｂ社
Ｃ社Ｄ社
2
3 4
5 6 7
────────────
  14  株式合作制とは，会社法（公司法）にもとづかない有限会社の一種で，一般に株式の譲渡範囲を内部
従業員や地域コミュニティ成員に限定する（天児慧ほか編『岩波現代中国事典』岩波書店，1999年よ
り）． 
  15  羅衛東(2001)10-31頁． 
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ナーとなった親戚・友人たちの多くはさまざまな原因により，それぞれの道をあるきはじめた．
企業は同業かまたは別々の業界に属する何社かへと分裂した．企業をみわけ，取引相手を選別
し，契約をむすぶさいにまず考慮する要素として，資金力，技術水準，品質・価格，納期，信頼
の記録などが社会関係にとってかわった． 
 新しい市場環境はライターの品質に対しても新しいニーズを求める．とくに海外輸入商が
OEM製品の高品質を要求するだけでなく，OEMメーカーに品質の安定についても保証を要求し
た．有力な総組立メーカーはライターの品質に影響をあたえるカギ部品の生産に着手し，外部の
専門工場から汎用部品を購入しはじめた．この段階の後期には比較的大規模な総組立メーカーの
大部分は基本的に固定的な部品メーカーを選定した． 
 外国貿易の注文の影響で輸出志向型ライター企業の生産量ははげしく変動した．しかも多数の
部品企業の出現によって部品供給は需要をうわまわった．温州地域にもともとあった製品の掛売
り・掛買いの慣行はさらに強化された．総組立メーカーとその部品メーカーは暗黙の非公式的契
約関係をむすび，総組立メーカーは需要に応じて口頭で随時部品メーカーから部品を調達した．
正常な状況下では，部品メーカーの納品に対して，総組立メーカーは一定期間ごとに一括して代
金を決済する16．総組立メーカーの需要の不確実性に対応するため，特定の総組立メーカー１社
のみに部品を供給する部品工場はごく少数となり17，ほとんどが図２の企業１をのぞく部品企業
のように，多数の総組立メーカーに供給した． 
 企業規模の分化は企業間ネットワークの構造を変革し，有力な総組立企業がネットワーク内で
支配的な地位を占めることとなった． 
 
（３）安定発展段階（1996年～） 
１．温州ライター産業の安定発展 
 安定発展段階には温州ライター産業の企業数は比較的安定しており，500社あまり（2000年）
である．ライターの生産量は年産約５億個で，輸出が主体となり，世界50あまりの国・地域に販
売している．温州製ライターは高品質・低価格の優位により，著名なライター生産大国の日本，
韓国をしだいに国際市場から駆逐し，世界市場の70%の売上を独占した18． 
────────────
  16  大規模な有力総組立メーカーは会計を締める時期が比較的固定しているが，小規模な総組立メーカー
はしばしば部品メーカーに対する支払を製品販売代金の回収までまたせることがある． 
  17  この種の取引モデルは総組立メーカーに対するパワーが非常に強いことを必要とする．総組立メーカ
ーの需要量はかならず部品メーカーの生産能力と比較してわりあてなければならない． 
  18  『温州年鑑2001年』150頁． 
   同年鑑は温州市大虎打火機有限公司に言及し，「トラ印（虎牌）」ライターは世界70ヵ国・地域で販売
されているとのべている． 
   温州ライター産業はおもに金属製のケースにガスを充填したライターを生産している．その作業原理
および市場におけるポジションはプラスチックケースの使い捨てライターとはことなる．中国の使い捨
てライター生産基地はおもに浙江省寧波である．ここで私たちがのべる市場シェアは金属製ライター市
場についてのものである．温州製ライターの世界市場シェアに関しては諸説あり，70％のほか，80％，
90％という説もある． 
   ライターは日用雑貨であり，統計年鑑には相応の統計項目がない．煙具協会が提供したデータをのぞ
き，他のチャネルを通して正確な考証をすすめる条件はいまのところない． 
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 現段階の温州ライター産業における大企業の規模は相当なものではあるが，経営戦略のちがい
によって企業の未来の発展方向は多様となろう．ブランド，品質を重視する大企業はいっそうの
発展をかちとり，そうでない企業は前途に躊躇したり，市場からおいだされたり，他の業界に転
業するだろう． 
 
２．安定発展段階における企業間ネットワーク 
 安定発展段階の温州ライター産業における企業間ネットワークの構造は，図２にしめした急拡
大段階後期の構造から大きく変化していない．大企業はネットワークの権力構造の中心にあり，
支配的地位をしめる．メーカーと取引先とのあいだには多種多様な取引様式（たとえば共同発
注，代理店，企業間アライアンスの結成，企業間ネットワークのいっそうの発達など）が出現し
はじめた．ISO9000による品質保証システムが企業とサプライヤーのあいだの関係により高度な
要求をつきつけた．総組立メーカーは部品メーカーを選別し，管理をよりきびしくした．一般
に，部品１点につき１社から２～３社のサプライヤーをのこし，各企業のサプライヤーの数と範
囲は比較的固定され，臨時的に追加する場合は企業の主要な責任者の審査許可を必要とした． 
 
三，社会的ネットワークと企業間ネットワークの連動 
（１）企業間ネットワークの構築基盤としての社会的ネットワーク 
 前述のように，社会的ネットワークは温州企業間ネットワークの構築基盤となる．市場のルー
ルがなお未確立であるような移行期においては，完全に市場を通じて提携のパートナーをさがし
だすコストは非常に高い．そこで温州企業は社会的ネットワークへと方向転換し，親戚・友人，
近隣者を採用し，ビジネス・チェーンのひとつあるいはいくつかの環節を分担させ，生産から販
売までの全プロセスを共同でうちたて，ひとつの企業間ネットワークをつくりあげる． 
 社会的ネットワークは企業間ネットワーク構築に必要な協力と信頼のメカニズムを提供し，生
産の専門化分業と協働のためのよいプラットフォームを提供する．また非常に強力な集団的利益
をうみ，単独の家内工場の生産規模が小さいという弱点を克服して競争優位を獲得させる．他の
伝統産業群においても，「第三のイタリア19」のように，企業間ネットワークは家族・近隣関係
など社会的ネットワークの基盤のうえで構築されることがある． 
 
（２）社会的ネットワークによる企業間ネットワークの効率化 
 ネットワークの効率はネットワーク成員間の信頼度と協力レベルによってきまる．社会的ネッ
トワークの影響で，温州企業間ネットワーク成員間の信頼度と協力レベルは比較的高く，したが
って企業間ネットワークの運行効率は高い．社会的ネットワークは経済移行期の温州企業の成長
────────────
  19  Rabellotti(1997). 
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に必要な情報，資金，技術その他の稀少資源を提供する．また個体間の非公式の交流と協力を通
じてことなる企業間ネットワークを連結し，企業間ネットワーク間の技術・技能の流動拡散を加
速させ，産業イノベーションの機会をふやし，そうしていっそう企業間ネットワークの効率を高
める． 
 
（３）社会的ネットワークと企業間ネットワークのルール形成 
 社会的ネットワークを基盤とするため，社会的交換のルールの一部が修正されて企業間ネット
ワーク内に移植され，ネットワーク取引ルールとなる．温州企業間ネットワーク成員間では日常
的に口頭で協力取り決めが成立しており，業務リスクを共同で分担する． 
 需要側（温州ライター産業ではしばしば総組立メーカー）は需要にもとづき，非公式の口頭で
かわした契約によってサプライヤーから製品を調達し，合格品をのこして不合格品を返品する．
そしてこの企業の代金回収状況にしたがって定期的にあるいは不定期にサプライヤーに代金を支
払う． 
 需要側は通常製品の品質の優劣を鑑定する能力をもつので，手抜き行為は容易に発覚し，不合
格品はすべて返品される．同時に，市場では同じようなサプライヤーがしばしば大量に存在する
ため，需要側は容易に代わりの新しい企業をさがしだす．したがってサプライヤーの機会主義は
抑制される傾向にあり，積極的にこの種の行為をおかすことはたいへん少ない． 
 このほか，温州地域では産業情報の伝播がとてもはやい．もし取引のいずれか一方が口頭での
合意に違反すれば（たとえばサプライヤーの製品の品質が劣悪で，需要側が加工費用等を支払わ
ないという場合），その情報は迅速につたわり，違約者は信頼をそこない，その後の取引コスト
が増大する．したがってネットワーク取引における機会主義的行動はかなりの程度減少する． 
 温州ライター産業の総組立メーカーはときには代金支払を遅延するが，部品メーカーの多くは
これに対して理解をしめし，うけいれることができる．これは，一面では部品メーカーがネット
ワークの権力構造において弱い立場におかれているからであり，他面ではかれらのあいだの固定
的業務関係が基本的に社会的ネットワークの基盤の上に確立されているため，容易に相互配慮が
形成されるからである．取引の不公平は他の面で帳尻をあわせることができ，長期的にみると両
者の取引はおおむねバランスがとれている．たとえたまに言い争いがおこるとしても，話しあい
によって解決することが多く，法律にうったえることは非常に少ない． 
 
（４）企業間ネットワークに対する社会的ネットワークのダイナミックな影響 
 温州地域の社会的ネットワークは産業発展の各段階で企業間ネットワークに対してそれぞれち
がった影響を発揮する．産業発展の初期には社会的ネットワークは数万の専門の買付人と家内工
場とを密接に連結し，ファミリー企業間の緊密な，非ファミリー企業のゆるやかな，非公式的分
業・協力のネットワークの形成を促進した．そしてそのことによって産業の参入障壁と交渉コス
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ト・監視コストを低減させ，小規模企業が資金・技術・人材面の制限を克服し，存続・発展する
ことに役立った． 
 産業が拡張段階にはいってからは，社会的ネットワークの局限性とマイナスの影響が表面にあ
らわれはじめる．第一，情実の要素が内部にまじりこむと，取引過程における責任の不明確化の
問題を生じさせやすい．それは関係を悪化させ，企業とネットワークを解体させることにつなが
る．第二，同一の社会的ネットワーク成員がもつ資源・情報の類似性が大きく，補完性が悪く，
企業のイノベーションにとって不利となる．ネットワークの資源配分機能は挑戦をうけ，企業間
ネットワークは社会的ネットワークの範囲をこえはじめる．いくつかの企業は標準的な企業制度
改革をおこない，企業集団を結成するものもあった．組織メカニズムの重要性は不断に高まって
いる． 
 産業が安定発展段階にはいると，企業メカニズム，市場メカニズムの機能はさらに顕著になっ
た．社会的ネットワークは大多数の家内工場の分業と協力の基盤であり，情報・知識の普及チャ
ネルではあるが，企業間ネットワークの維持・再構築に関する重要性は少数の大規模な有力企業
にとってはもはや大幅に低下した．同じ製品を生産する企業間ではもとからの人間関係（親戚，
友人など）が，創業時や切迫した経済的苦境においてやっと役にたつかもしれないだけであ
 る20．企業連結の安定性と長期性はかなりの程度，双方の協力に対する満足度に依存する．また
市場メカニズムによる調整に依存するということもできる．現在，サプライヤーの製品品質，納
期と生産能力，およびメーカーあるいは取扱商の経済的実力，加工費，以上すべてが長期安定的
な協力が可能か否かを決定するキー・ファクターである．これらの条件が接近しているという前
提のもとでのみ，協力の頻度が企業所有者間の社会関係の遠近親疎によって決まる． 
 
（５）社会的ネットワークと企業間ネットワークの連動 
 日増しに合理化する市場取引活動において，社会的ネットワークの資源価値は通常，評価を低
下させがちであるが，市場メカニズムの成熟によって社会的ネットワークがその価値・特性を完
全にうしなってしまうわけではない．中国の企業家はパートナーとの個人的友情を確立したいと
ねがい，市場取引関係のなかに社会的交換の色彩をくわえようとする．単純な市場取引関係は社
会関係の一種へと変化し，ネットワーク取引における社会的交換の痕跡を保持しつづける．伝統
的血縁・親縁・地縁関係は市場取引関係の変化に順応し，市場取引関係もまた社会的交換の増加
・変化につきしたがう．社会的ネットワークと企業間ネットワークはたがいに影響をあたえあう
連動過程のなかにありつづける． 
 
────────────
  20  柯志明(1993)． 
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四，企業間ネットワークと地方経済の発展 
（１）地方中小企業の発展に対する役割 
 中小企業は規模が小さいため，組織が簡単で，資金・技術・市場を獲得するうえで最初から制
約がある．セグメントの選択自由度が比較的小さく，当地の他企業と分業協力をすすめ，企業間
ネットワークを結成する内在的原動力が大きい．ネットワーク結成後はその成員間の細緻な専門
化分業をしだいに形成した．分業の専門化は企業間ネットワーク成員の平均的労働コストを低減
させ，企業間の相互依存度を強め，またネットワーク全体が獲得する知識と知識ストックの能力
を増加させた．意識的な企業提携はさらに，良好な集団的利益をうみだし，市場競争における中
小企業の生存能力を高め，当地の産業イノベーション能力を高め，そうして産業全体の競争力を
高めることができる． 
 
（２）地方産業群の安定化に対する役割 
 多くの当地企業は分業と協力の基盤の上にネットワークを結成し，当地産業の組立能力を強め
た．一般的にいって，もし当地の組立製品がすべての種類をとりそろえており，生産能力・技術
水準・製品品質が十分に保証され，最終製品メーカー（生産商）の当地での取引が便利であり，
コストが低く，生産サイクルが短く，製品の信頼性がさらに高ければ，最終製品メーカーは当地
にとどまる傾向をみせ，地方産業群はいっそう安定するだろう． 
 
（３）地方産業のイノベーションに対する役割 
 当地の企業間ネットワークは知識・技術集約型産業群の産業イノベーションに積極的な意味を
もっている．これらの産業における市場競争は先進的な技術と製品品質を基礎とし，製品ライフ
サイクルが短く，開発コストが高い．しかもイノベーションにとって重要な知識は大部分がコー
ド化されない暗黙知であり，高度に個人の経験や人間関係の交流チャネル，組織の慣例のなかに
根づくものである．当地の企業間ネットワーク成員間の地理的・文化的・組織的近接性，および
人員の移動や非公式の交流等の形式を通じて確立された安定的持続的関係は，組織内・組織間の
暗黙知を正確に伝達し，基礎的条件をひろく提供した．したがって当地産業のイノベーション速
度をひきあげるうえで有益である． 
 ただし，グラノヴェター（M. Granovetter）は次のように指摘している．「通常そのような新し
い思想とチャンスは強い連結のネットワーク成員からではなく，弱い連結の非ネットワーク成員
からのみ獲得される｣21．もし現地の企業間ネットワーク構造が閉鎖的すぎれば，産業群は地域
外のイノベーションの拡散をうけいれることができず，技術経路の「閉鎖」をひきおこし，当地
の産業イノベーションにとっての障害となるかもしれない．産業イノベーションは当地の企業間
────────────
  21  Granovetter(1985). 
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ネットワークシステムが一定の開放性を保持しつづけることを必要とする． 
 
五，小括 
 温州ライター産業における企業間ネットワークの展開についての現地調査を通じて，また関連
する先行研究を参照して，私たちは以下の仮説的結論を提出する． 
 
（１）温州企業間ネットワークの移植不可能性 
 グラノヴェターに代表される新しい経済社会学者の研究は次のことを証明した．あらゆる経済
活動はみな特定の社会構造を背景としておこなわれ，その社会構造の影響をうける．温州の伝統
的な社会的ネットワークは温州ライター産業における企業間ネットワークの構築・構造・運行ル
ールの形成すべてに対してきわめて大きな影響をあたえている．温州企業間ネットワークのもつ
多くの特徴，特殊なルールまたは基準モデルは，温州当地の独特な社会構造をはなれると生命力
をうしなった．したがって温州企業間ネットワークは一定の移植不可能性をもつ．たとえば，温
州ライター産業における企業間ネットワーク成員間に存在する独特な取引慣行，すなわち主とし
て信頼・約束メカニズムのもとでライター総組立メーカーはサプライヤーとのあいだの口頭での
非公式な取り決めに依拠して部品を調達する，自身の代金回収状況にもとづいて固定的取引サプ
ライヤーに対して定期的にあるいは不定期に代金を支払う．このような信頼・約束メカニズムは
比較的閉鎖的な温州当地の企業間ネットワーク内で良好な作用を発揮するが，当地の企業間ネッ
トワーク以外の取引相手には適用できない．温州企業と外部の取引相手との取引をすすめると，
ますます市場メカニズムの調整機能に依拠することになる．企業間ネットワークのなんらかの共
通性を過度に強調することはうけいれられない．産業の技術的・経済的特徴，特定の発展段階，
および当地のビジネス文化の特質がある地域の企業間ネットワークの基本的特質を決定する．ま
た地域経済の発展は必然的に多元化の特徴を呈し，特定の発展モデルにしたがうことはありえな
い． 
 
（２）経済グローバル化のもとでの温州企業間ネットワークの積極的意義 
 経済グローバル化を背景として，企業間ネットワークの空間的範囲と発展経路に重大な変化が
生じた．まず，情報技術の発展が企業の対外連結の範囲拡大にとって手軽で低コストのプラット
フォームを提供した．企業活動の空間はおおいにひろがり，ネットワーク外部のサプライヤーや
取引先をますます容易にさがしだすようになり，もはやただ当地の資源に依存するだけではなく
なった22．企業間ネットワークはさらに開放的になり，地域内部の企業間関係はもはや弱体化し
てしまった．つぎに，多国籍企業の積極的活動により，各地域の企業間ネットワークは全国的・
────────────
  22  Christensen(2000). 
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地球的規模のサプライチェーンのなかに編入され，多国籍企業のグローバルネットワークの一部
となった． 
 しかし経済活動の基本的機能に対して空間的距離は依然として存在する．これは有形のサンク
コストと無形の地方化された社会関係としてあらわれる23．フェイス・トゥ・フェイスの直接的
な接触と社会的紐帯は経済グローバル化の時代においても依然として不可欠である．少なくとも
なんらかの突出したイノベーションや柔軟な生産を必要とする産業に関しては，重要な前提であ
り基礎である．地方の企業間ネットワークは暗黙知の波及や産業のイノベーションにとって有益
であり，経済グローバル化のもとでの企業間ネットワークの基盤を構成する． 
 
（３）３つの調整メカニズムの連動の必要性 
 現代の経済活動の顕著な基本的特徴はあきらかである．すなわち，さまざまな調整メカニズム
による調整が市場のみによる調整にとってかわることが重要である24．市場・ネットワーク・企
業組織，いずれの調整メカニズムにも取引コストを減少させる内在的論理，ルール，実施・承諾
の手順，およびそれぞれの基準と思想がある．またそれぞれ特定の役割と特独の欠陥をもち，そ
れゆえそれぞれの適応範囲が決定される．どのひとつの調整メカニズムも経済調整の万能薬では
ない．ひとつの調整メカニズムは，たとえ制度配置のなかで進化したとしてもやはり完全ではな
い．ひとつの調整メカニズムはある問題を解決するが，同時に他の調整メカニズムによって解決
されなければならないような問題をひきおこす．もしも他の調整メカニズムを考慮せず，ひとつ
の調整メカニズムのみにたよるとするならば，かならず二律背反におちいるだろう．バランスの
よい有効な競争秩序はこの３つの調整メカニズムが連動し，ともに機能することを必要とするの
である． 
   
〔付記〕本稿は平成13，14年度名古屋市立大学特別研究費「市場とネットワーク」（代表者・田中彰）によ
る研究成果の一部である． 
 本稿のオリジナルは，塩見治人・名古屋市立大学大学院経済学研究科教授(当時)の還暦記念出版事業のた
めに2003年９月に丁が書き下ろした中国語原稿である．田中は丁の原稿を日本語訳し，何次かにわたって内
容上いくつかの加筆修正をほどこした．その後，当初の還暦記念出版事業は諸般の事情により中止になった． 
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